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今後の日独の協力について 

 

 ４月３０日，安倍内閣総理大臣とメルケル首相はベルリンにおいて会談

し，特に以下の点についての対話と交流の促進の重要性について一致する

とともに，可能な具体的協力を推進することで一致した。 

 

Ⅰ. 安全保障政策対話の推進 

 国際社会の平和と安定に貢献するための安全保障対話の強化 

・日独ＰＭ/ＭＭ協議の本年中の実施 

・官民日独安全保障対話の定期化 

・輸出管理分野における緊密な情報交換・対話の推進 

 核軍縮・不拡散分野での対話・協力の推進 

・ＮＰＤＩを通じて 2015 年のＮＰＴ運用検討会議の成功に貢献 

 日独が共に部隊等を派遣している先（ソマリア沖・アデン湾及び南ス

ーダン等）での情報交換・連携の促進 

 

Ⅱ. 経済・社会分野 

１．グローバルガバナンス・グローバルアジェンダへの取組 

 来年（独）及び再来年（日本）のＧ８サミット議長国としての連携 

 2015 年に向けて国連安保理改革のモメンタム強化のための協力 

 ポスト 2015 年開発アジェンダについての協力 

 COP21 における 2020 年以降の気候変動の枠組合意に向けた協力 

 アフリカ開発に関する日独対話・協力の促進 

２．アベノミクスを通じた世界経済への貢献 

 日ＥＵ・ＥＰＡ早期締結に向けた交渉の更なる促進 

 中小企業支援及び協力に関する日独対話の促進 

 再生可能エネルギーを含むエネルギーに関する対話・協力の増進 

３．日独共通の課題 

 地方・農山漁村の活性化の取組についての協力 

 少子高齢化を踏まえた社会保障制度・政策に関する協力 

 女性のエンパワーメント（能力強化）へ向けた協力 

 

Ⅲ. 地域情勢 

 ウクライナ情勢に関する日独の連携強化 

 東アジア情勢に関する日独相互理解の促進 

 北朝鮮による核問題に関する日独の協力促進 
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Ⅳ. 人的・知的交流 

１．人的交流・スポーツ交流の促進 

 青少年交流・知的交流の増進 

 若手研究者の交流促進 

 大学・研究機関間の交流促進 

 姉妹都市交流を含む地方自治体間の交流の促進 

 日独の観光客の相互訪問の増進 

 スポーツ交流の増進 

２．知的交流の活性化 

 ベルリン日独センターの活動の強化 

 日独フォーラムの活性化 

 シンクタンク交流の側面支援 

 

(了) 


